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●地域説明会 16 日（土）笠置町産業振興会館 参加者 15 名 これまで笠置町での里山の会の取り組みは白砂川

などの水質調査や生き物調査と木津川本川でのカヌー教室など、屋外での数回の取組しか行ってきていませんで

した。今回のように室内での催しは初めてでした。会場費がかなり高額だったので、効果を疑いましたが、展示

場としては最適でしたので使用させていただきました。準備スタッフも数人でしたので開場時間に間に合うかど

うか心配しましたが、4 回目の設営なので、要領がよくなり、時間に間に合わせられました。ミニ講演会は講師

の藤田カヌー社の二代目社長の藤田亮さんが、いち早くお越しいただいていましたので、少し早くお話をいただ

きました。今日のカヌー艇は 15 ㎏～20 ㎏の軽量化になり、携帯での持ち運びが可能になるほど改善がすすめら

れています。世界でここまで改良された艇を製造販売しているのは「藤田カヌー社」だけであるらしくヨーロッ

パ，北米・東南アジアの国々から注文が来ていること、そして水面から眺める景色は抜群であること、また世界

の川に出かけているが、外国に行って初めて日本の川のすばらしさや木津川の素晴らしさを実感できている。さ

らに地元の木津川を大切にしていきたいとの決意のお話でした。 

続いて有田勉さんの腹話術による里山の会の紹介が行われました。前回の試行でパワーポイントが効果的だと

のご意見をいただき、今回使用しました。前回よりさらにわかりやすく、工夫がされていました。いよいよ 22日

に兵庫県篠山市のユニトピア篠山での「第 14回エコネット近畿情報交流会」本番での発表が楽しみです。（有田、

太田、山村が出席） 

●木津川の歌の会 16日 15人   河川レンジャー村上ゆいさんの取組は、午後から開会されました。約 20人

の参加がありました。河川レンジャーや里山の会では、井手町での取り組みは今回が初めてです。井手町では外

部団体についての理解がまだまだ弱く、事業への支援や後援には消極的で、開催までこぎつけられたのは、素晴

らしい前進です。椿坂の小さな畳の部屋で、小さな机を囲んで、熱心で熱気あふれる俳句作りが進められました。 

 ご参加の皆さんは,それぞれ我こそは,といった自信にあふれた方々のように、うかがえました。初回でしたが、

今後大いに期待できる楽しい大人の集いでした。 

●里山展 13日～17日（日）京田辺市中央図書館ギャラリーかんなび 芳名録記載者 96人 スタッフ延べ 27人 

 今回の展示は出来るだけシンプルで、訴えやすいものとの方針で準備しました。今年の大きな取り組みでは白

砂山の洞穴へのルート設定、カスミサンショウウオ生育池でのアライグマ撮影、定番の木津川での魚とりなど展

示資料はあふれていました。相談の結果「木津川の中聖牛の製作設置」で一致しました。中でも現物の竹蛇籠の

展示という意見がありました。しかし見栄えのする竹蛇籠が乏しく、大きな現物の持ち運びも大変だからポスタ

ーにすることも決まりました。Ａ３用紙 16枚を使って、大パネルの製作に挑戦することになりました。 

これまでは最大 9枚ものでしたので、随分と張り合わせるのに神経質になりました。苦労しながらなんとか出

来上がったときには大満足です。事務所では、かなり大きいと思いましたが、図書館ギャラリーで張り出すと、

もう一回り大きいものでなければ壁面には釣り合い不足のようでした。そのほかＡ４枚のパネル 6組を追加製作

して、会場を飾りました。来館者の皆さんは、大きな写真の張り出しに作業の困難を解っていただき、中聖牛設

置も大工事ですねといった声が届けられていました。 

入館して最初に目につくところに絵画がかかっていますので、絵画展と受け止められ、中身を見て驚いておら

れるようでした。この位置は催しを一目で印象付ける大切な導入分部で催しの魅力を伝え、見てみたいなあと期

待させる入り口、玄関です。中聖牛とする展示方針からして、ここには風景画ではなく，聖牛の絵や木津川を主

題にしたものがあれば会場を引き締められたと思われました。ここには正面の位置づけも大切ですが、最初に目

につくところに催しの案内が伝えられ、次に来るメーン展示に期待をさせて玄関として位置づけへの工夫が必要

であると感じました。 事務局会議では、次年度からこの展示会は個人作品の羅列ではなく、みんなの活動を重

ねた成果を知らせること、調査や観察、研究を発表して里山の会に対する理解を進めるもの、自然や環境の実態

を伝えられる場として位置づけすべきではないかと言った声もありました。 

●夏原グラントの 19 年度助成申請（里山の会は 3年連続申請）大村さん、播川さんが 22 日大津市でのヒアリン

グに出席。 



●第 3回木津川流域クリーン作戦 17日（日）第三回になり、参加団体も増加し、人数も増えてきています。参加

団体のうち南都銀行さんは沿川に数多く店舗があって、その従業員の方々が参加していただき主力として頑張っ

ていただきました。こうした取り組みと同時に日頃放棄されるゴミをいかに少なくしていくかという課題がさら

に明らかになっています。先日学習したプラスチックごみ問題などについての報告要旨やチラシのお土産などが

必用でした。苦労して拾い集めたゴミ袋が 1 時間後にはカラスによって散乱させられていた、という報告もあっ

て、時間をおかない集積処理対策の必要性が明らかになりました。 

●事務局会議で定款の読み合わせを行う  事務局会議に参加いただくことは会員なら誰でも可能です。またご

入会いただいた皆さんも現場を知ってご入会となっているので、組織の基本を学習することも必要と考え、読み

合わせの機会を持ちました。改めて各役員の果たすべき役割について理解が深まった。いい勉強会となりました。

定款は事務所に備えておりますので、できれば参考にしてください。次回会誌 46号に掲載いたします。 

●24 日（日）地域説明会 南山城村 やまなみホール 10 時開場 11 時ミニ講演会「木津川のアユ資源の利用

と保全を考える」谷口信彦氏の提言 知っておきたい、見ておきたい現地視察（正月堂 岩倉峡谷 上野遊水池 

上野城石垣 鍵屋の辻等） 

●18日に全会員に案内状郵送しましたので再掲載しました。 会員各位に対して、地域説明会の最終回にご参加を呼び掛ける              

昨年と今年の 2 年間にわたって開催してきました「木津川はどんな川・山城の歴史」は最終回を迎えることになりました。これ

まで各種新聞社も開催案内記事を数回掲載していただいてきました。宇治市から始めて山城地域全自治体で行い、2 月 24 日（日）

南山城村やまなみホールでゴールとなります。会員各位には里山の会の成果をぜひともご覧になっていただきたいものとご案内を

差し上げました。 

展示内容につきましてはこれだけの作品(100枚近くのパネル)を一堂に展示できるなどとても考えられない規模であります。ご覧

になっていただいた皆さんからは、大変好評を得てまいりました。一見の値打ちはあるものと自信を持ってお勧めできます。展示

内容の冊子は残数 15冊（1部 2000円)と少なくなっております。 

最終回のミニ講演会では、河川レンジャーアドバイザーの谷口信彦さんから「木津川のアユ資源の利用と保全を考える」と題し

て講演をお願いしています。これからの木津川を考えるときにここを聞き逃してはならない提言ですので、おすすめいたします。 

また見ておきたいこと知っておきたいことの現地案内は、木津川上流の貴重なポイントを見逃すわけにはいかない現地(上野城石

垣 学問所‣崇廣堂 鍵屋の辻 岩倉峡 遊水池 正月堂 その他)を訪ねます。木津川を知るにはまたとないチャンスです。万難

を排してご参加をお願いいたします。 

なおご参加の場合、自家用車でのお越しをお願いいたします。 

会場は、京都府相楽郡南山城村大河原 国道 163号線沿い やまなみホールです。 

プログラムは 10時:展示会開始 11時:ミニ講演会 13時:現地案内出発（時間厳守） 

参加者には制限ありません 予約も必要ありません ご自由にご参集ください。 

2019年 2月 18日  ＮＰＯ法人 やましろ里山の会 

●会員各位   次年度会費納入月間(2月 3月)の取組にご協力を 2019年度会費の納入をお願いいたします 

2019年度総会を開催するにあたって 2019年度予算を決定いたします。その折に会員数の未確定では予算案を見込みで計算しなく

てはなりません。しかし年度途中での退会などが相次ぎなかなか会計事務整理が複雑化しています。できれば総会時点で現会員人

数の確定ができれば非常に好都合になります。社員各には総会出席の義務が伴い、総会時に会費納入が義務付けられております。

しかし会員各位の会費納入は定款には年内と読み取れますが、できる限り総会時に会員数の確定が出来ると、事務処理などの簡略

化が進められます。2018 年度会員各位におかれましては、何かとご入用のところご無理を申し上げますが、ぜひとも 3 月末日まで

に次年度 2019年度会費 2000円をお振込みお願い申し上げます。 

これまで長年亘り本会の会計を受け持っていただいてまいりました前理事長の深田三郎様が、会計役を退くと表明されております。

できるだけシンプルな組織として整理していくことが求められております。重ね重ねご無理を申し上げますが、会計事務処理軽減

のために、ご協力をお願いいたします。 

研究が不十分ですが、消費税の引き上げとなりますとさらに負担分もあるのではないかと思います。よろしくお願いいたします。 

郵便局用紙 振込取扱票 口座記号  ００９５０-７-４６８４０    よろしくお願い申し上げます 


